
大
慧
宗

呆
と
そ

の
弟
子

た
ち
 
(八
)

-

真

歓
清

了

と
の
関
係
を
め
ぐ

つ
て
 
(承
前
)-

石

井

修

道

余
靖
 (
一
〇
〇
〇
-

一
〇
六
四
)
 が
著
し
た

「
笏
州
洞
山
普
利
禅
院
伝

法
記
」
(『
武
渓
集
』
巻
九
所
収
)
に
よ
る
と
、従
来
全
く
紹
介
さ
れ
な
か
つ

た
洞
山

の
初
期
の
形
態
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
世
良
俳

(八

〇
七
-
八
六
九
)
・
二
世
道
全

(八
九
四
年
寂
)
・
三
世
師
慶

(九
〇
四
年

寂
)
・
四
世
道
延

(九
二
二
年
寂
)
・
五
世
恵
敏

(九
四
八
年
寂
)
・
六
世
嗣

(九
六
四
年
寂
)
・
七
世
文
坦

・
八
世
清
稟

・
九
世
彦
聞

・
十
世
守
詮

・

十

一
世
暁
聡

(
一
〇
三
〇
年
寂
)
・
十
二
世
自
宝

(九
七
八
-

一
〇
五
四
)
・

十
三
世
堕
遷
の
十
三
世
ま
で
の
う
ち
、
八
五
二
年
頃
に
、
新
豊
洞
す
な

わ
ち
洞
山
に
入
つ
た
良
倫
か
ら
五
世
恵
敏
ま
で
、
約
百
年
間
に
わ
た
つ

て
良
紛

の
法
を
嗣
い
だ
人
々
に
よ
つ
て
維
持
発
展
さ
れ
た
こ
と
と
、

こ

の
伝
法
記
が
書
か
れ
た
景
祐
五
年
(
一
〇
三
八
)
は
十
二
世
自
宝
が
黄
漿

に
移

つ
て
後
、

そ
の
法
嗣
堕
遷
の
住
持
で
あ
る
が
、
十

一
世
の
暁
聡
を

は
じ
め
、
雲
門
宗
の
人

々
に
よ
つ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
景
祐
五
年
と
は
、
大
陽
警
玄

(九
四
三
-

一
〇
二
七
)
の
示
寂
後
十

一
年
で
あ
り
、
.ま
た
代
付
を
受
け
た
投
子
義
青

(
一
〇
三
二
-

一
〇
八
三
)

が
わ
ず
か
七
歳
の
時
で
あ
り
、

一
〇
七
〇
年
代
に
洞
山
に
住
し
た
真
浄

(
1
)

克
文
は
、
無
事
禅
批
判
を
鋭
く
行

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
全
く
勢
力
を
失
つ
た
曹
洞
宗
を
、
再
び
復
興

す
る
の
は
、
湖
北
省
の
大
洪
山
を
中
心
と
す

る
芙
蓉
道
楷

(
一
〇
四
三

-

一
一
一
八
)
-

丹
霞

子
淳

(
一
〇
四
六
-

一

一
一
七
)

で
あ

り
、

特

に

子

淳

の
弟

子

の

「
三

傑
」

と

か

「
道
楷

の
三

賢

孫
」

と
呼

ば

れ

る

慧

照

慶

預

(
一
〇

七
八
-

一
一
四
〇
)
・
真

歓

清

了

(
一
〇
八
八
-

一
一
五

一
)
・

宏

智

正
覚

(
一
〇
九

一
-

一
一
五
七
)

の
三

人

の
出

世

に

よ

つ

て
、

一
大

(
2
)

勢
力
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
真
歓
清
了
が
、
大
慧
宗
某

(
一

〇
八
九
-

一
一
六
三
)
の
黙
照
批
判
の
対
象
で
あ
り
、
そ
の
時
期
と
揚
所

が
、
紹
興
四
年

(
一
一
三
四
)
よ
り
紹
興
七
年

(
一
一
三
七
)
ま

で
の
大

慧
福
建
時
代
で
、
雪
峯
住
持

の
真
歓
お
よ
び
そ
の
後
住
の
慧
照
と
限
定

さ
れ
、
そ
の
後
の
批
判
は
、

こ
の
時
の
内
容
を
、
畳
み
掛
け
る
よ
う
な

(
3
)

連
続
的
く
り
か
え
し
で
あ
る
こ
と
を
以
前
に
問
題
に
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
柳
田
聖
山
先
生
が

「無
字

の
周
辺
」
(「禅
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
七

大
慧
宗
呆

と
そ

の
弟
子

た
ち

(
八
)
(
石

井
)
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大
慧
宗
呆
と
そ
の
弟
子
た
ち

(八
)
 (石

井
)

号
)
お
よ
び

「
看
話
と
黙
照
」
(「花
園
大
学
研
究
紀
要
」
第
六
号
、
共
に
昭

和
五
十
年
)
の
論
文
で
、
特
に
朱
子
を
中
心
に
こ
の
問
題

の
詳
細
な
解

明
を
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
さ
ら
に
問
題
に
し
よ
う
と
す
る

の
は
、
真
歓
清
了
に
関
す
る
大
慧
批
判
当
時

の
二
三
の
今
ま
で
紹
介
さ

れ
な
か

つ
た
新
し
い
資
料
で
、
真
激
清
了
の
宗
風
解
明
の
一
助
に
し
た

い
た
め

で
あ
る
。

ま
ず
李
綱

(
一
〇
八
三
-

一
一
四
〇
)
の

「
雪
峰
真
漱
了
禅
師

一
掌
録

序
」
(『
梁
難
全
集
』
巻

一
三
七
所
収
)
を
み
て
み
よ
う
。

自
達
磨
流
通
、
正
法
眼
蔵
、
如

一
燈
分
百
千
燈
、
以
心
伝
心
。
錐
法
無
南
北
、

而
機
有
差
別
、
其
帰

一
也
。
雪
峰
了
禅
師
、
得
法
干
丹
霞
淳
、
淳
得
法
干
芙

蓉
楷
、
伝
曹
洞
宗
旨
。
門
風
孤
哨
、
壁
立
千
倣
、
有
所
施
設
、
皆
被
上
機
、

非
中
下
根
器
、
所
能
窺
測
。
了
公
自
号
真
歓
。
了
昔
演
法
干
長
藍
、
今
開
席

干
雪
峰
。
学
徒
雲
集
、
従
之
者
、
常
千
五
百
余
衆
。
叢
林
之
盛
、
所
未
嘗
有
。

随
機
提
令
、
応
病
施
方
。
有
作
者
之
鈴
鎚
、
真
良
医
之
薬
石
。
一
言

一
句
、

皆
示
空
劫
中
眼
目
、
非
筍
然
也
。
其
徒
集
機
縁
語
句
、
為

一
掌
録
、
以
初
得

法
由

一
掌
故
。
録
成
以
示
梁
難

・
病
里
。
病
隻
讃
歎
、為
説
偶
言
。
其

一
日
、

真
欺
頬
辺
遭

一
掌
。
大
愚
肋
下
築
三
拳
。
自
従
黙
契
宗
風
後
、
顛
倒
縦
横
総

是
禅
。
其
二
日
、
正
令
全
提
上
上
機
。
学
人
到
此
莫
驚
疑
。
直
須
吼
裂
野
子

脳
。
始
是
金
毛
獅
子
児
。
説
偶
畢
以
其
録
帰
之
。
因
書
其
語
、
置
篇
首
云
。

紹
興
四
年
歳
次
甲
寅
二
月
朔
序

(
一
一
丁
右
-

一
二
丁
右
)

こ
の
序
文
は
種

々
の
問
題
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。

一
般
に
真
欺
に

は

『
真
州
長
藍
了
和
尚
劫
外
録
』
と
い
う

の
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

『
一
掌
録
』
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
宏

智
正
覚
の
撰
す
る

「
崇
先
真
漱
了
禅
師
塔
銘
」

に
よ
る
と
、

語
録
両
集
、
行
於
世
。
(続
蔵
経
巻
一
二
四
-
三

一
八
a
)

と
あ

つ
て
、
「両
集
」
あ
つ
た
と
し
、
真
激
に
は
『
信
心
銘
』
の
注
釈
書

の

『
拮
古
』
が
存
す
る
の
で
、
『劫
外
録
』
と
共
に
考
え
ら
れ
て

い
た

が
、
「
塔
銘

」
そ
の
も
の
も
、
現
在
は

『劫
外
録
』
の
末
尾
に
付
さ
れ
て

い
る
が
、
撰
述
は

『劫
外
録
』
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
た
ま
た
ま
編
集

の
時
に
付
さ
れ
た
に
す
き
な
い
。
『
一
掌
録
』
が
存
す
る

と
す

れ
ば
、

「
両
集
」
の
内
容
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え

よ
う
。
『
一
掌
』
と
は
、

「
初
得
法
」
の
機
縁
で
あ
り
、
「塔
銘
」
に
は
、

投
郡
之
丹
霞
山
淳
禅
師
之
席
。

一
日
入
室
。
霞
問
、如
何
是
空
劫
以
前
自
己
。

師
擬
進
語
。
霞
与

一
掌
。
師
部
然
開
悟
。
(同
書
、
三
一
七
b
)

と
あ
り
、
『劫
外
録
』
の
機
縁
に

師
初
見
丹
霞
。
霞
問
、
作
麿
生
是
空
劫
已
前
自
己
。
師
擬
対
。
霞
云
、爾
闇
、

且
去
。
一
日
登
鉢
孟
峯
、
翻
然
契
悟
。
径
帰
見
丹
霞
、
方
侍
立
、
霞
壁
耳
便

掌
云
、
将
謂
爾
知
有
。
師
祈
然
礼
拝
。
(同
書
、
三
一
五
b
)

と
あ
つ
て
、
共
に

「
一
掌
」
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の

『
一
掌
録
』
は
現

在
全
く
知
ら
れ
な
い
か
と
い
う
と
、
恐
く
は

『
続
開
古
尊
宿
語
要
』
巻

二
所
収
の

「
真
歓
了
禅
師
語
」
が
そ
れ
の
抜
粋

に
当
る
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
十
七
の
上
堂
の
う
ち
次
の
四
つ
の
上
堂

は
、
自
称
に

「
雪
峯
」

と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
。

へ

(イ)
憾
柱
杖
云
、
看
看
、
三
千
大
千
世
界
、

一
時
揺
動
。
雲
門
大
師
即
得
、
雪
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峯
即
不
然
。
卓
柱
杖
云
、
三
千
大
千
世
界
、
向
甚
磨
処
去
。
還
会
麿
。
不

得
重
梅
雨
、
秩
苗
争
見
青
。

(ロ)
久
黙
斯
要
、
不
務
速
説
。
釈
迦
老
子
也
待
要
款
曲
売
弄
、
争
奈
未
出
母
胎
、

已
被
人
観
破
。
且
道
、
観
破
箇
甚
麿
。
良
久
云
、
隔
雪
峯
不
得
。

(
ハ
)
松
風
吟
、
鵡
鵠
詠
。
各
自
説
、
各
自
聴
。
唱

一
湛
未
発
宗
乗
、
提
千
聖
不

伝
正
令
。
如
今
開
口
尽
無
端
。
欄
酔
舌
頭
何
日
醒
。
且
道
、
雪
峯
今
日
為

甚
麿
也
有
些
毛
病
。
曲
為
今
時

一
盃
。
只
得
大
家
酩
酊
。

(ニ)
天
不
言
、
四
時
行
、
地
不
言
、
万
物
生
。
柱
杖
子
不
言
、
柄
僧
倒
支
卸
甲
、

高
竪
旋
旗
、
不
敢
正
眼
観
著
、
雪
峯
擬
欲
放
過
、
将
謂
欺
善
伯
悪
。
遂
卓

柱
杖
云
、
誰
奈
我
何
。
(続
蔵
経
巻

一
一
八
-
四
五
四
d
-
四
五
五
b
)

し
か
も

「
七
仏
偶
賛
」
の
最
後
は
、

釈
迦
牟
尼
仏

目
顧
四
方
、
天
生
伎
禰
。
古
曲
韻
高
、
断
絃
絶
賞
。
拮
頭
作
尾
、
起
模
画
様
。

狭
及
児
孫
、
白
遭

一
掌
。
(同
書
、
四
五
五
d
)

と
あ

つ
て
、
釈
尊
出
世
の
お
か
げ
で

二

掌
」
に
出
合
う
こ
と
の
出
来

た
よ
ろ

こ
び
を
表
現
し
て
い
て
、
真
激
自
身
に
、
「
一
掌
」
に
対
す
る
自

覚
が
強
く
働
い
て
い
る
こ
と
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

真
歓

の

『
劫
外
録
』
が

一
度
も

『
続
開
古
尊
宿
語
要
』
に
引
用
さ
れ
な

い
の
は
、
例
え
ば
古
い
宋
版
の
存
す
る
『
宏
智
録
』
六
巻
の
う
ち
、
『
続

開
古
尊
宿
語
要
』
の

「
宏
智
覚
和
尚
語
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
上

堂
三
十
五
は
す
べ
て
天
童
山
時
代
の
巻
三
で
あ
り
、
巻
六
の
偶
賛
お
よ

び
巻
四

の
法
語
か
ら
み
て
も
、
長
藍
時
代
の
語
が
見
い
出

さ
れ
な
い

理
由
が
わ
か
る
。
「
両
集
」
の
語
録
の
う
ち

『続
開
古
尊
宿
語
要
』
の
編

者
に
と
つ
て
、
真
歓
の
語
を
代
表
す
る

の
は
、
晩
年

の
雪
峯

時
代

の

(
4
)

『
一
掌
録
』
を
意
味
し
た
と
思
わ
れ
る
。

序
文
に
あ
ら
わ
れ
る

「
紹
興
四
年
二
月
」
お
よ
び

「
病
隻
」
は
、
ま

た
重
要
な
意
味
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
病
隻

と
は
劉
屏
山

(
一
一
〇

一

-

一
一
四
七
)
で
、
字
は
彦
沖
と
い
い
、
若
き
日

の
朱

子

の
師

で
、
兄

の
劉
宝
学
と
共
に
、
大
慧
が
与
え
た
手
紙
が

『
大
慧
書
』
に
存
し
、
黙

照
批
判
を
最
も
強
く
主
張
す
る
手
紙
で
あ
る
。

紹
興
四
年
は
大
慧
の
黙

照
批
判
の
始
る
年
で
あ
る
が
、
大
慧
が
雪
峯
を
尋
ね
る
の
は
、
三
月
で

あ
り
、
二
月
に
す
で
に
『
一
掌
録
』
の
序
が
撰
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
劉
宝
学

・
劉
彦
沖

へ
の
手
紙
は
、
『
大

慧
年
譜
』
に
よ
る
と
、

こ
の
年
よ
り
五
年
後

の
初
住
径
山
の
大
慧
五
十

一
歳
の
時
に
与
え
た
も
の
と
さ
れ
、
大
慧
の
最
も
活
躍
し
た
時
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
慧
側
の
資
料
が
多
く
あ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
真
歓
に
関
す
る
資
料
が
不
足
し
て
い
た
だ
け
に
、
短
文
と
は
い
え

大
事
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

『
一
掌
録
』
に
み
ら
れ
る
真
歓
の
宗
風
は
、
「
空
劫
以
前
の
自
己
」
を

「
語
」
ら
ん
と
す
る
に
、

一
掌
を
与
え
ら
れ
て
、
開
悟
し
た
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
も
理
解
で
き
る
し
、
病
隻
の
偶
の

「
黙
契
宗
風
」
で
あ
り
、

そ
れ
は
上
上
機
な
る
者
へ
の

「
正
令
全
提
」
と
し
て
把
握
し
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
師

の
丹
霞
子
淳
は

「
自
宗
」
と
題
し
て
、

空
劫
自
己
無
依
守
、
仏
祖
従
来
難
啓
口
。
九
年
面
壁
太
多
端
、
那
堪
更
強
分

大
慧
宗
呆

と
そ
の
弟

子
た
ち

(
八
)
 (
石

井
)
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大
慧
宗
呆
と
そ
の
弟
子
た
ち

(八
)
 (石

井
)

妊
醜
。
(『
丹
霞
子
淳
禅
師
語
録
』
続
蔵
経
巻
一
二
四
-
二
四
六
b
c
)

と
述
べ
て
い
る
が
、
仏
祖
が
示
し
て
来
た
空
劫

の
自
己
は
達
磨
の
面
壁

に
あ
る
と
す
る
が
、

こ
の
立
場
を
忠
実
に
受
け
た
人
こ
そ
真
歓
と
い
え

よ
う
。
真
歓
の
長
藍
時
代
の
語
録
が

『劫
外
録
』
と
い
わ
れ
る
の
も
、

こ
こ
に
あ
る
。

丹
霞
-
真
歓
の
宗
風
が
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
時
、
張
守

(
一
〇

八
四
-

一
一
四
五
)
が
著
し
た

「
大
陽
明
安
禅

師
古
録
序
」
(『毘
陵
集
』

巻
十
所
収
)
の
次
の
文
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

夫
、
功
以
漸
修
、
道
由
頓
悟
。
漸
修
匪
易
、
頓
悟
匪
難
。

一
宿
九
年
、
非
久

非
近
。
憶
、
昔
我
世
尊
、
欄
仏
子
等
、
歴
劫
漂
沈
、
周
廻
生
死
、
開
大
法
門
。

極
力
毬
救
、
楷
磨
積
習
、
令
不
退
転
。
垢
尽
明
現
、
始
見
本
原
、
猶
在
護
持
。

然
後
純
熟
、
今

一
世
人
、
無
勇
猛
心
、
及
堅
固
力
、
口
耳
所
伝
、
未
証
為
証
、

堕
落
虚
空
、
無
棲
泊
処
。
又
有
甚
者
、
習
気
未
除
、
淫
慾
食
唄
、
自
謂
無
擬
。

流
転
苦
海
、
永
無
出
期
、
由
世
導
師
、
軽
談
空
寂
。
遂
令
末
学
、
迷
真
逐
妄
、

不
亦
悲
乎
。
大
陽
明
安
延
公
禅
師
、
洞
山
玄
孫
、
梁
山
嫡
子
。
真
得
仏
祖
、

所
付
心
印
、
事
理
兼
融
、
開
遮
自
在
、
機
鋒
観
面
、
坐
断
乾
坤
、
至
其
出
力
、

接
引
後
学
。
惟
恐
学
人
、
或
堕
邪
見
。
防
閑
開
響
、
具
仏
慈
悲
。
洞
山
以
来
、

家
風
不
堕
。
真
歓
老
人
、
出
示
古
録
。

一
語

一
句
、
具
真
実
法
。
錐
非
即
此
、

可
以
伝
授
。
亦
非
離
此
、
而
能
証
明
。
与
近
世
師
、
繋
嵐
捕
影
、
疑
語
後
学

者
、
異
日
道
也
。
因
書
扁
首
、
広
衛
流
布
。
所
期
学
者
、
勿
信
口
耳
。
不
忽

所
易
、
不
倦
所
難
、
端
的
不
差
、
証
無
上
道
。

紹
興
癸
丑
六
月
朔
旦
。
東
山
居
士
序

(七
丁
左
-
八
丁
右
)

こ
の

『
大
陽
明
安
禅
師
古
録
』
な
る
著
は
全
く
不
明
で
あ

り
、
『
人

天
眼
目
』
に

『
明
安
別
録
』
の
引
用
が
あ
る
が
、
そ
の
著
と
の
同
異
も

明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
こ
の
序
に
よ
る
限
り
、

真
漱
が
出
示
し
た
大
陽

警
玄
の
古
録
で
あ
り
、
紹
興
三
年

(
一
一
三
三
)
六
月

の
序
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
ま
た
真
歓
の
雪
峯
時
代
の
接
化
を
示
す
も
の
と
み
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
大
陽
の
語
お
よ
び
宗
風
を
考
え
る
に
、
『
丹
霞
子
淳
須
古
』
を

参
考
に
す
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

大
陽
玄
禅
師
上
堂
日
、
嵯
峨
万
傍
、
鳥
道
難
通
。
剣
刀
軽
氷
、
誰
当
履
践
。

宗
乗
妙
句
、
語
路
難
陳
。
不
二
法
門
、
浄
名
杜
口
。
所
以
達
磨
西
来
、
九
年

面
壁
、
始
遇
知
音
。
大
陽
今
日
也
太
無
端
。
珍
重
。

不
桂
唇
皮

一
句
奇
。
少
林
冷
坐
最
慈
悲
。
須
知
此
道
非
伝
授
。
立
雪
神
光

已
強
為
。
(『増
輯
丹
霞
淳
禅
師
語
録
』
前
掲
書
、
二
五
六
b
c
)

こ
の
中
で
、
大
陽
が
達
磨
西
来
の
意
図
を
面
壁
と
と
ら
え
、
丹
霞
が

ま
た
少
林

の
冷
坐
こ
そ
最
も
慈
悲
あ
る
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い
る
点

は
、
曹
洞
宗

の
宗
風
を
伝
え
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
大
陽
山
も
ま

た
湖
北
省
に
存
す
る
が
、
湖
北
省
の
曹
洞
宗
復
興
こ
そ
、
黙
照
禅
の
正

統
で
あ
り
、
そ
の
宗
風
へ
か
ぶ
れ
た
士
大
夫

へ
の
批
判
が
大
慧

の
黙
照

批
判
成
立
の
要
因
と
い
え
よ
う
。

こ
の
大
慧

の
黙
照
批
判
で
、
雪
峯
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た

の
で
は

な
く
、
真
歓

の
あ
と
を
継
い
で
住
し
た
師
兄
の
慧
照
は
、
雪
峯

で
ま
た

大
い
に
活
躍
し
て
い
る
。
慧
照
に
つ
い
て
は

『
湖
北
金
石
志
』
巻
十

一

の

「
随
州
大
洪
山
第
六
代
住
持
慧
照
禅
師
塔
銘
」
に
詳

し

い
が
、
「
雪

峯
慧
照
禅
師
語
録
序
」
(『毘
陵
集
』
巻
十
所
収
)
が
存
す
る
の
で
、
そ
れ
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を
見
る
と
、

慧
照
預
禅
師
、
提
如
来
密
印
、
坐
大
洪
山
、
孤
峯
頂
上
、
転
大
法
輪
。
文
字

性
離
、
言
語
道
断
、
超
仏
越
祖
、
心
如
太
虚
。
至
干
随
縁
応
機
、
接
引
調
伏
、

如
太
医
王
、
対
病
与
薬
、
金
毛
障
吼
、
百
獣
皆
瘡
。
建
炎
以
来
、
裏
漢
葬
為

盗
区
、
赤
地
千
里
、
大
洪
吃
然
、
其
間
射
虎
、
環
視
垂
誕
、
而
不
敢
犯
道
俗
、

依
師
獲
免
者
、
殆
数
千
万
人
。
夫
宣
偶
然
也
哉
。
余
帥
厩
閲
、
始
挽
師
来
、

乾
元
継
主
雪
峯
、
与
其
弟
了
、
住
相
後
先
。
宗
風
大
振
、
道
価
益
高
。
門
人

以
師
前
後
言
句
、
示
余
歎
日
、
昔
聞
丹
霞
淳
、
而
不
及
識
、
乃
識
其
三
子
。

師
蓋
嫡
嗣
也
。
次
即
了
、
住
永
嘉
之
竜
翔
。
其
季
覚
、
住
四
明
之
天
童
、

一

家
三
傑
、
皆
為
東
南
大
導
師
。
聞
者
奔
趨
、
見
者
厭
満
。
所
至
坐
下
、
常
千

余
衆
。
凡
経
印
可
、
便
為
叢
林
、
竜
象
亦
盛
 
哉
。
慧
炬
所
燭
、
昏
霧
百
消
。

猶
且
開
方
便
門
、
以
無
説
説
、
普
度

一
切
。
無
絃
琴
上
、
品
就
宮
商
、
白
玉

田
申
、
種
成
桃
李
。
即
見
与
聞
、
而
自
悟
入
。
宣
無
其
人
邪
。

紹
興
八
年
歳
在
戊
午
二
月
晦
日
序

(八
丁
左
-
九
丁
右
)

と
あ

つ
て
、
大
慧
が
福
建
を
去

つ
た
紹
興
七
年

(
一
二
二
七
)
の
後
も
、

曹
洞
宗
の
勢
力
は
、
雪
峯
山
に
お
い
て
持
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
『
雪
峯
慧
照
禅
師
語
録
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
存
し
な
い
の

で
不
明
で
あ
る
。

以
上
、

大
慧
批
判
当
時

の
黙
照
禅
側
の
資
料
と
し
て
、
批
判
の
対
象

(
5
)

者
で
あ
る
真
欺
の
語
録
が

『
一
掌
録
』
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
、
そ
の

『
一
掌
録
』
が

『
続
開
古
尊
宿
語
要
』
所
収
の

「真
歓
了
禅
師
語
」
に

相
応
す
る

こ
と
、
大
慧
が
黙
照
禅
に
だ
ま
さ
れ
た
と
す
る
若
き
日
の
朱

子
の
師
の
劉
屏
山
が
、
真
激
と
深
い
関
係
に
あ

つ
た
こ
と
、
さ
ら
に
真

欲
の
雪
峯
時
代
の
接
化
に
使
用
し
た

『
大
陽
明
安
禅
師
古
録
』
が
存
し

た
こ
と
、
真
激
の
あ
と
を
つ
い
で
雪
峯
に
住
持

し
た
慧
照
の
勢
力
も
決

し
て
お
と
ろ
え
て
い
な
か
つ
た
点
な
ど
を
考
察

し
て
来
た
の
で
あ
る

が
、
真
欺
の
宗
風
に
関
し
て
は
さ
ら
に
総
合
的
な
判
断
の
も
と
に
解
明

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
解
明
に
よ
つ
て
よ
り

一
層

大
慧
の
黙
照
批
判
の
目
的
や
内
容
が
具
体
化
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

1

『箔
州
洞
山
普
利
禅
院
伝
法
記
』
の
新
資
料
に
よ
る
良
倹
伝
の
補
正
、た

と
え
ば
新
豊
洞
ζ
洞
山
が
同
じ
場
所
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
土
地
を
布
施
し

た
の
は
雷
衡
で
、
良
倹
の
晩
年
に
成
通
広
福
寺
の
寺
額
を
賜
つ
た
こ
と
。

従
来
全
く
不
明
で
あ
つ
た
会
昌
破
仏
時
代
の
良
俳
の
隠
棲
地
が
山
西
省
遼

県
で
あ
る
こ
と
や
、
二
世
道
全
・
三
世
師
度
・
四
世
道
延
・
五
世
恵
敏
の

没
年
・
本
貫
・
俗
姓
な
ど
が
確
か
め
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
石
井
修
道

「洞
山
と
洞
山
良
俳
」
(『駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
七
号

昭
和
五

十
一
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

2

石
井
修
道

「
『
攻
姥
集
』

に
み
ら
れ
る
禅
宗
史
料
-

投
子
義

青

の
法

系
を
中

心
と
し
て
-

」
(
『
東
方
宗
教
』
第

三
十
九
号
)
。

3

「
大
慧
宗
呆
と
そ

の
弟
子

た
ち

(
六
)
」

の
外

に
も
、
「
大
慧
語

録

の
基

礎
的
研
究

(下
)
-

大
慧
伝
研
究
の
再
検
討
1

」
(『駒
沢
大
学
仏
教

学
部
研
究
紀
要
」

第
三
十

三
号
)

に
も
詳

細
に
論

じ
た
。

4

語
録

が
存
し
た

こ
と
は
、
『
宏

智
広

録

』
巻
三

(
大

正
蔵

巻
四
八
-

三

四

c
)

に
も
う
か
が
え
る
。

5

李
綱

の

『
梁
難
全
集
』
巻

一
四

一
に
は
、

「
雪
峰
了
禅

師
真

賛
」
お

よ

び

「
仏
日
呆
禅
師
真
賛
し
も
存
す
。

大
慧
宗
呆
と

そ
の
弟
子

た
ち

(
八
)
 (石

井
)

-261-


